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’1i館は，これまでも，1973年の「イタリア・ルネサンスのブロンズ　　　編集協力：中村俊春
と素描」展，1981年の「ヨーロッパ版画名作展」などを通じて，ウ　　　翻訳：有川治男／中村俊V＊／［日辺幹之助
イーンのアルベルティーナ版画素描館所蔵の作品を日本に紹介　　　制作：印象社
してきたが，この展覧会では，同館のコレクションの核の一つで　　　※力夘グは1体語版のls・オー’｛一フー・・一σ）－1・・セイは1力臨1俵記。
あるドイツの素描を取りヒげた。　　　　　　　　　　　　　　　　作品輸送／展示：日本通運
　出品作lllllは151iヒ紀一・1’：ばから今ltLt紀初頭までの80点で，中で　　　会場設営：乃村L芸
も，5点のデューラーの素描をはじめとするドイツ・ルネサンス期の
作品，そしてロマン派以降の19世紀の素描に力点が嗣かれ，　　　．　　　　　．　　　＊＊＊　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Thls　was　not　the　first　occasion　for　our　museum　to　be　presentmg
充実した内容となった。地域的には・オーストリアやスイスをも　　　masterworks　from　the　Print＆Drawing　Collection　of　the　Alber一
含むドイツ，，1／r圏で制作されたものを対象とし，四百年ほどの間の　　　tina，　Vienna　to　the　Japanese　pub）ic．　Bronzes　and　Dratvings　of　the
ドイツ素描の展開のほぼ全幅を追うものとなった・　　㌍｛麟騰臨弾fl欄ll7翻。y瓢潔駕認齢
　カタログは，人部，高価となり，簡単な．参照はもとより，展覧　　　stitute　one　of　the　principa1　holdings　of　the　Albertina　collection．
会場で持ち．歩くことさえ難しくなってきた近年の展覧会カタログの　　　　Eighty　choice　works　dating　from　the　mid－15th　century　to　the
在りノ∫に一石を投ずるものとして・・」・型化・廉価化をll指した・1鼎i瓢照1誌1畿y隈糊tl留1欄騨
その結果，内容は序文一本および作家作品解i諺色のみ，図版も　　DOrer　and　lgth　century　drawings　from　the　Romantics　onwards．
カラー図版16枚，あとは総てモノクロ図版という簡潔なものとなっ　　　Geo9「aPhically　sPeakin9，　works　were　limited　to　those　produced
たが，アルベルティーナ鞭・して世界屈指の素描研惣であ塾錦騨9含a瓢鼎器1騰濃翻撫翻
るオーバーフーバーの序文は，もうこのヒに何も付け加えることの　　　drawings．
ない優れた内容のものであり，このカタログはそれのみによっても　　　　In　recent　years・　exhibition　catalogues　have　become　so　expen一
充分fllli値のあるものとなった。出品作を作例として縦横に論じっ1濃呈％鑑艦溜翻鵬器灘離lli翻ll
っ，ドイツ圏における素描の大きな展開を追い，それとともに，　　to　this　trend，　we　kept　the　catalogue　for　this　exhibition　as　small
南ドイツ，北ドイツ，西ドイツ，あるいはスイスといった地域によ　　　pn．d　as　inexpensive　as　P．ossible・　As　9．　result・it　contained　only　one
る顯の違いを浮き彫りにしたこの序文は，短いながらも，ドイ濃瀦1階謝認。llll黙ll譜臨留臨湘1
ツ素描の理解のための不可欠の資料となるであろう。　　　　　　　introduction　written　by　Konrad　Oberhuber，　Director・of・the・Alber一
　企画の発端においては夢にも思わなかった東西ドイツの統一　　　tina．and　one　of　the　fo「emost　d「awing　schola「s　in　the　wo「ld・　was
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　so　rlch　in　content　that　nothing　more　could　be　added．　The　cata一
が，急速に進行した結果，この展覧会は，タイムリーな内容を　　　logue　had　amp亘e　value　for　that　one　essay　alone．　OberhOber・s　in．
持つものとなり，当館での会期の後にパリへ巡pilすることとなっ　　　troduction　surveyed　the　development　of　drawings　in　the　German
た・湾㈱争・）あおりを受けて・　il‘・1前になって1乍ll・1｛：の輸送力・危　器翻翻器ll竃濫孟説纈襯膿。！t、認ll
ぶまれるなど，美術館のllll界もまた，政治の世界と無関係では　　　as　southern　Germany，　northern　Germany，　western　Germany，　and
あり得ないことを改めて認識させる展覧会でもあった。（イi川治男）　　Switzerland・　Though　not　Particularly　lon9　an　introduction，　it　is　an
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　essential　reference　in　the　study　of　German　drawings．
【カタログl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　rapid　progress　in　the　reunification　of　the　two　Germanies，
ドイツの．素描：コンラート・オーバーフーバー　　　　　　　　　　　　　　which　had　never　been　dreamt　of　when　the　exhibition　was　origi一
作響1灘；開灘蹴忽鑓テイー 醗雛蒲盤灘1轄繍繍
編集：有川治男　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　War，　which　made　us　realize　that　even　the　art　world　is　not　im一
27
mune from the world of politics. (Haruo Arikawa)
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